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１
万
円
）
な
ど
、
府
民
生

活
支
援
と
は
か
け
離
れ
た

も
の
が
重
点
事
業
に
指
定

さ
れ
、
不
要
不
急
に
も
か

か
わ
ら
ず
予
算
計
上
さ
れ

た
。

　

同
じ
重
点
事
業
で
も
、

予
算
が
つ
か
な
か
っ
た
も

の
が
あ
る
。
公
約
に
掲

げ
、
予
算
案
の
検
討
段
階

で
議
論
さ
れ
て
い
た
乳
幼

児
医
療
費
助
成
の
就
学
前

引
き
上
げ
特
別
補
助
（
要

望
額
２
億
５
３
４
２
億

円
）
だ
。
知
事
自
身
の
査

定
の
結
果
、
予
算
ゼ
ロ
と

な
り
、
白
紙
撤
回
さ
れ

た
。
橋
下
知
事
が
目
指
す

「
子
育
て
支
援
日
本
一
」

ど
こ
ろ
か
、
乳
幼
児
医
療

費
助
成
は
全
国
最
低
水
準

の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い

る
。 

（
つ
づ
く
）

　

橋
下
知
事
は
新
年
度
予

算
で
、「
知
事
重
点
事

業
」
に
集
中
投
資
す
る
方

針
を
掲
げ
た
。

　

予
算
案
の
同
事
業
で

は
、
低
所
得
世
帯
の
私
立

高
校
無
償
化
（
２
０
３
億

円
）
や
障
害
児
支
援
（
１

億
２
０
０
０
万
円
）
な

ど
、
長
年
の
府
民
の
要
求

に
沿
う
施
策
が
不
十
分
な

が
ら
一
部
で
見
ら
れ
る
。

　

一
方
で
、
知
事
肝
い
り

の
水
都
大
阪
事
業
（
９
億

５
６
３
２
万
円
）
や
大
阪

マ
ラ
ソ
ン
準
備
（
８
０
０

０
万
円
）、
電
気
自
動
車

普
及
促
進
（
１
億
６
４
４

医
療
助
成
拡
充
せ
ず

大
阪
府
２
０
１
０
年
度

大
阪
府
２
０
１
０
年
度

予
算
案
の
ポ
イ
ン
ト
②

予
算
案
の
ポ
イ
ン
ト
②

わが街 わが地区わが街 わが地区 会
員
に
身
近
な
地
区
め
ざ
す

要
望
あ
る
講
習
会
を
積
極
的
に

　

協
会
南
河
内
地
区
は
、
７

日
に
総
会
・
記
念
講
演
を
開

き
、
48
人
が
参
加
し
た
。

　

総
会
で
は
、
大
阪
狭
山
市

で
「
海
外
技
工
に
か
か
る
意

見
書
」
が
採
択
さ
れ
た
ほ

か
、
病
診
連
携
を
テ
ー
マ
に

講
習
会
を
開
催
し
て
き
た
こ

と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。
今

後
の
活
動
と
し
て
、
身
近
な

地
区
を
め
ざ
し
会
員
か
ら
の

要
望
の
あ
っ
た
講
習
会
の
開

催
な
ど
を
柱
に
活
動
す
る
。

ま
た
次
年
度
予
算
、
役
員
体

制
な
ど
を
決
め
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
藤
木
省

三
氏
（
神
戸
市
開
業
）
を
招

い
て「
予
防
歯
科
の
最
前
線
」

を
テ
ー
マ
に
講
習
会
を
開
い

た
。
藤
木
氏
は
「
こ
れ
ま
で

は
『
痛
い
』
や
『
歯
が
抜
け

た
』
と
い
う
訴
え
が
あ
る
患

者
を
治
す
こ
と
を
仕
事
と
し

て
き
た
が
、
患
者
さ
ん
た
ち

は
本
当
に
こ
ん
な
こ
と
を
求

め
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
」

と
投
げ
か
け
、
問
題
の
発
現

を
待
つ
の
で
は
な
く
、
メ
イ

ン
テ
ナ
ン
ス
を
通
じ
て
予
測

さ
れ
る
問
題
を
予
防
し
、
歯

列
を
長
期
に
わ
た
っ
て
維
持

す
る
歯
科
医
療
を
多
く
の
患

者
さ
ん
が
求
め
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
提
起
し
た
。

　

講
演
で
は
、
予
防
歯
科
の

シ
ス
テ
ム
や
、
ス
タ
ッ
フ
の

役
割
、
長
年
の
臨
床
デ
ー
タ

に
基
づ
く
口
腔
内
の
改
善
や

維
持
の
状
況
な
ど
、
豊
富
な

ス
ラ
イ
ド
で
分
か
り
や
す
く

解
説
し
た
。

南河内地区
総会・記念講演

方
針
や
予
算
・
決
算
を
決
定

ア
ン
ケ
ー
ト
で
地
区
の
声
を
反
映

三島地区
総会・記念講演

　

協
会
三
島
地
区
は
６
日
、

総
会
を
茨
木
市
内
で
開
き
、

地
区
会
員
の
声
を
活
動
に
反

映
す
る
た
め
の
会
員
ア
ン
ケ

ー
ト
の
実
施
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
２
０
１
０
年
度
活
動
方

針
を
確
認
し
た
。
09
年
度
の

活
動
の
ま
と
め
と
決
算
、
10

っ
た
。
協
会
執
行
部
か
ら
伊

津
進
弘
理
事
長
が
出
席
し
、

「
橋
下
府
知
事
は
府
民
に
痛

み
を
押
し
付
け
て
い
る
が
、

府
民
生
活
を
犠
牲
に
す
る
こ

と
な
く
財
政
再
建
は
可
能

で
、
そ
の
た
め
に
は
社
会
保

障
の
充
実
が
大
事
。
地
区
か

ら
協
会
へ
声
を
上
げ
て
欲
し

い
」
と
、
運
動
へ
の
協
力
を

呼
び
か
け
た
。

　

総
会
後
は
、
市
立
芦
屋
病

院
内
で
開
業
し
て
い
る
山
内

義
之
氏
（
芦
屋
メ
デ
ィ
カ
ル

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
山
内
歯
科

口
腔
外
科
院
長
）
を
招
き
、

記
念
講
演
「
病
院
歯
科
の
カ

シ
コ
イ
使
い
方
〜
こ
れ
か
ら

の
病
診
連
携
に
つ
い
て
〜
」

年
度
予
算
案
を
承
認
し

た
。

　

永
田
篤
地
区
責
任
者

は
、
あ
い
さ
つ
で
「
海

外
技
工
物
の
意
見
書
が

摂
津
市
で
採
択
さ
れ
た

り
、
住
民
健
診
を
実
施

し
た
り
、
多
様
な
取
り

組
み
が
で
き
た
。
明
る

い
地
域
医
療
が
で
き
る

よ
う
に
会
員
の
協
力
を

お
願
い
し
た
い
」
と
語

を
開
い
た
。

　

山
内
氏
は
、
全
国
で
初
め

て
公
的
病
院
内
で
の
開
業
に

至
っ
た
経
緯
を
説
明
し
た
上

で
、「
理
想
の
病
院
歯
科
は
、

病
院
歯
科
の
担
当
医
を
よ
く

知
っ
て
い
る
こ
と
、
ど
ん
な

症
例
で
も
相
談
に
乗
っ
て
く

れ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
」
と
指
摘
。
開
業
医
の
目

線
か
ら
地
域
ご
と
の
病
診
連

携
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

は
、
今
年
、
再
建
20
周
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
11
月
に

福
祉
国
家
フ
ラ
ン
ス
の
視
察

を
予
定
し
て
い
る
ほ
か
、
毎

年
の
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
の

取
り
組
み
や
介
護
保
険
の
ロ

ー
カ
ル
ル
ー
ル
改
善
な
ど
に

力
を
入
れ
る
。

　

総
括
や
方
針
、
予
算
・
決

算
お
よ
び
、
執
行
体
制
な

ど
、
す
べ
て
の
議
案
を
全
会

一
致
で
確
認
し
た
。

　

会
長
に
は
引
き
続
き
医
科

協
会
の
井
上
賢
二
副
理
事
長

が
選
ば
れ
た
。

な
ど
、
地
域
社
保
協
が
力
を

つ
け
成
長
す
る
な
か
で
、
大

阪
の
社
会
保
障
運
動
が
大
き

く
前
進
し
て
き
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。

　

ま
た
門
真
市
の
国
保
実
態

調
査
は
、
何
度
も
マ
ス
コ
ミ

に
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、

国
保
崩
壊
の
実
態
を
大
き
く

世
論
に
訴
え
る
力
と
な
っ
て

い
る
。

　

２
０
１
０
年
度
方
針
で

　

協
会
が
常
任
幹
事
を
務
め

る
大
阪
社
会
保
障
推
進
協
議

会
（
大
阪
社
保
協
）
が
６

日
、
総
会
を
開
い
た
。

　

活
動
総
括
で
は
、
昨
年
10

月
に
地
元
の
地
域
社
保
協
と

協
力
し
て
実
施
し
た
門
真
市

国
保
実
態
調
査
、
介
護
保
険

で
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
を
改
善

さ
せ
た
取
り
組
み
、
か
つ
て

な
い
１
７
０
０
人
が
参
加
し

た
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動

大阪社保協

総
会
で
国
保
調
査
を
総
括

フ
ラ
ン
ス
視
察
な
ど
方
針
決
定

最新の予防歯科システムを学ぶ
参加者＝７日、保険医会館　　

地域ごとの病診連携の重要性を指摘
する山内氏（正面奥）＝６日、茨木市内
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舌接触補助床（PAP）療法
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４月度生涯研修抄録

【
日
時
】
４
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

【
会
場
】
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

【
定
員
】
１
０
０
人

　

今
年
度
の
診
療
報
酬
改
定

で
「
床（
義
歯
）型
口
腔
内
補

助
装
置
に
係
る
技
術
料
」
が

新
設
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

Ｐ
Ａ 

Ｐ（Palatal Augmentation 
Plate

）
や
Ｐ
Ｒ
Ｐ
（Palatal 

Reshaping Plate

）
な
ど
と

呼
称
さ
れ
る
こ
の
上
顎
床
装

置
は
、
本
来
口
腔
腫
瘍
（
主

に
舌
腫
瘍
）
手
術
後
に
食
物

の
送
り
込
み
が
障
害
さ
れ
た

症
例
に
対
し
て
、
口
蓋
床
の

厚
み
を
増
す
こ
と
で
舌
と
口

蓋
の
接
触
を
補
助
し
て
摂
食

咀
嚼
嚥
下
機
能
を
支
援
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

最
近
は
、
腫
瘍
手
術
後
だ

け
で
な
く
、
神
経
筋
疾
患
や

脳
血
管
障
害
等
の
原
因
で
舌

に
よ
る
食
物
の
送
り
込
み
障

害
に
も
適
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
老
健
等
の
施
設
を

利
用
し
て
い
る
方
の
中
に

は
、
脳
血
管
障
害
後
に
本
質

的
な
嚥
下
障
害
が
無
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
誤
っ
た
嚥
下

機
能
の
評
価
に
よ
っ
て
義
歯

を
撤
去
し
た
状
態
で
軟
食

（
刻
み
食
や
ミ
キ
サ
ー
食

等
）
に
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

口
腔
器
官
が
廃
用
性
変
化
に

陥
り
、
送
り
込
み
が
障
害
さ

れ
た
場
合
に
も
有
効
な
装
置

で
あ
る
。
義
歯
を
利
用
し
て

い
る
場
合
に
は
上
顎
義
歯
の

口
蓋
部
分
を
樹
脂
で
厚
く
す

る
こ
と
で
も
同
等
の
効
果
が

期
待
で
き
る
場
合
も
あ
る
。

　

口
腔
機
能
障
害
に
装
置
を

用
い
る
訓
練
は
、
歯
科
だ
け

が
行
え
る
効
果
的
な
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
法
と
考
え
ら

れ
る
が
、
口
蓋
床
の
厚
み
を

無
定
見
に
増
し
た
だ
け
で
奏

効
す
る
も
の
で
は
な
く
、
嚥

下
機
能
や
舌
の
運
動
様
相
の

評
価
に
基
づ
い
て
作
成
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た

完
成
後
に
は
、
良
好
な
送
り

込
み
運
動
の
た
め
の
訓
練
や

適
切
な
食
物
物
性
に
基
づ
い

た
食
事
指
導
に
よ
っ
て
、
形

態
を
修
正
し
て
口
腔
機
能
を

賦
活
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ

る
。

　

今
回
の
講
演
で
は
、
Ｐ
Ａ

Ｐ
治
療
を
行
う
場
合
に
必
要

と
さ
れ
る
、
嚥
下
機
能
の
評

価
、
口
腔
生
理
学
に
基
づ
く

作
成
法
、
作
成
後
の
他
職
種

と
の
協
調
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
、
管
理
に
つ
い
て

紹
介
す
る
。


